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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： セクシュアリティのハイブリディティ－オリエンタリズム、ポストモダニズム、ポ

ストフォーディズムのロシア文学における＜日本＞－   

 学位申請者 ガルワーネ・リンダ 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学准教授 橋本順光 

  副査 広島大学准教授  溝渕園子 

  副査 大阪大学教授 北村卓 

副査 大阪大学教授 清水康次 

【論文内容の要旨】 

本論文は、ロシア文学における日本人女性の表象を、19世紀から 21世紀までの作品から分析し、ユーラシア大

陸にまたがる両義的なロシアに特有のハイブリディティを指摘しようとするものである。 

 第一章「オペレッタ『ゲイシャ』のロシア版における芸者の表象」は、1896 年に英国で上演されて好評を博し

た『ゲイシャ』について、ロシア版にみる翻案と改作を詳細に発掘し、成功の原因を考察している。その際に、

ロシア版に登場する「芸者」が、ロシアで内なる他者とみなされていた「ジプシーやフランス人女性」を援用し

たハイブリッドな存在であることが一因として挙げられ、その後、『ゲイシャ』は忘却されたものの「チン・チン・

チャイナマン」の歌が中国批判に援用された事実が指摘される。 

 第二章「Ｏ・ラゾレワの『ロシア人芸者』における混血児の芸者の表象」では、オルガ・ラゾレワの三部作『ロ

シア人芸者』(2006-2007)が論じられる。オリエンタリズム的な差別と偏見に満ちた日本表象から、家父長制の中

で男性を利用しつつ自立をはかる日本人女性表象へと、対話と理解が進む三部作の物語の変化に、ロシアと日本

という主人公自身のハイブリディティが重ねられることになる。 

 第三章「日本に収容されたロシア人捕虜の著書における日本人女性の表象－Ｆ・レインガルトとＦ・クプチン

スキーを中心に－」は、日露戦争時、松山の捕虜収容所で過ごしたロシア人将校の記録と、そこから着想を受け

た小説『おいくさん』(1911)を比較しながら考察している。記録においては、エキゾティックなゲイシャではな

く、「看護婦」の存在がセクシュアリティを象徴する一方で、小説で前景化されるのは「混血」の日本人女性であ

り、それが「日本」で捕虜となることでハイブリッドな存在となったロシア人と通底していることが指摘される。 



 第四章「ヴァーチュアルな日本人女性」は、ヴィクトル・ペレーヴィンの短編小説「アキコ」(2003)を中心に

論じられる。男性の性的な幻想と冒険が展開される「日本」という点で、これまでの作品を継承しつつ、そこに

ポスト・フォーディズムのシミュラークルとしての消費が見られる相違点を強調し、ハイブリディティの変異を

指摘する。 

【論文審査の結果の要旨】 

19 世紀から 21世紀までのロシア文学における日本人女性の表象を、ハイブリディティに注目することでその連

続性に注目し、近年の変容を指摘した力業は十分に評価できる。ロシア語、英語、日本語の一次資料と研究文献

を縦横無尽に引用し、これまでほとんど研究のなかった『ゲイシャ』のロシア版の重要性の指摘に始まり、日露

戦争からオウム真理教事件にまで至る時代の変化に呼応した「ゲイシャ」表象を 216 ページの大部（400字換算約

600 枚）に読みやすい表現でまとめあげたことは特筆に値しよう。 

 しかしながら、ハイブリディティという便利な用語に寄りかかりすぎたきらいは否めない。審査員からは、セ

クシュアリティのハイブリディティは、そのままロシアのナショナリティやエスニシティのハイブリディティに

重ねられるのかどうかについて、多くの疑義が寄せられた。西洋であると同時に東洋でもあるロシア固有の問題

が日本人女性の表象に描き込まれていると記しながら、ハイブリディティの指摘に割かれた紙数に比べて十分な

分析がなされていない点も不満が残る。関連して第四章では、ハイブリディティが後退してシミュラークルの概

念が援用されることで、「ゲイシャ」幻想についてのこれまでの議論が分断された感がある点も惜しいことといわ

ねばならない。  

 個々の議論については、日本人女性の表象と議論を限定する旨を断ってはいるものの、諸処で言及される日本

人男性の表象との関係はしかるべき考察が可能だったのではないかという指摘があった。いわゆる大衆文学を扱

うだけに、物語の変化や本文の緻密な分析は読者の要望や時代性を考慮してこそ意義をもつため、広義の日ロ関

係や日本表象との関連をもっと盛り込む必要性もあったかもしれない。つとにハイブリディティに注目した研究

のあるロシアのジャポニスムについて、言及がほとんどなかったことも、しかるべき調査と関連づけが望まれよ

う。 

 上記のような憾みを残しつつも、誤記誤植については詳細な訂正表が配布されるなど、これらの問題が著者の

たゆまない努力と調査によって十分に乗り越えられるべき課題となっていることについては審査員一同見解が一

致しており、今後、それらを統合した成果が発表されることについても高い期待が寄せられた。以上のことから、

本論文を博士（文学）の学位にふさわしい十分な価値を有するものと認定する。 


